
 

 

 

 

 

                                                                      

                                                                       

   あっという間に今年度も終わりとなりました。一つ大きくなる子どもたちの成長をとても感じた三学

期です。3 名の転入園児を迎えた始業式。45 名でスタートしました。友達が増える嬉しさは子どもたちも職員

も同じ。 友達を大切に思う気持ちが表われた 1月の品格教育のめあてにも感動しました。 

 

【三学期の品格教育】     

自分たちのができることについて話し合いを進めるつき組。めあてについて真剣に話を聞くほし組、はな組。

自分と相手（友達）の行動を振り返り、よい行動を見付けて認め合います。「こころぽかぽか」の幼稚園です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年間 品格教育に取り組み、日々の生活の中で自分の態度や言葉遣いを振り返ったり、友達のよい行動を

意識して見付け言葉にして相手に伝えたりすることができました。その小さな行動を先生や友達に認められ、家

族や地域の方々にも褒められてきたことが積み重なり、現在の子どもたちの姿に表われています。皆さんの支え

で子どもたちの心がすくすくと育っていることに感謝いたします。 

 

こころぽかぽか  げんきいっぱい  

みんなだいすき  はっとりっこ  令和６年度 第４号 

  

1 月 礼儀 

〇新しい友達に分からないことをやさしく教えます。 

〇先生の部屋に入るときは「失礼します」と言います。 

〇地域の人に「おはようございます」「ありがとうございます」と丁寧な 

言葉をつかいます。 

 

2 月 あいさつ （大切なことなので再度チャレンジ） 

はな組 〇大きな声であいさつをします。 

ほし組 〇元気に相手の目を見てあいさつをします。 

つき組 〇自分から やさしい大きな声で 相手の目を見て あいさつを 

します。 

               

【お家の人】 ○おいしいご飯を作ってくれて幼稚園の送り迎えをしてくれて

ありがとう。 

【地域の人】 ○暑い日も寒い日も横断歩道に立ってくれてありがとう。 

○楽しいことを考えて一緒に遊んでくれてありがとう。 

【先生】   ○いろいろなことを教えてくれてありがとう。            

2月 



 

 

三学期の始業式に職員が冬休み中に挑戦した遊び、もう少しがんばってできるようになりたい遊びを紹介 

しました。竹馬、縄跳び、一輪車、お手玉、羽根つき、こま回し、けん玉等、職員も短い冬休みに練習して、子ども 

たちの声援を受けながら披露し、拍手をもらったときには嬉しさがこみ上げ思わずガッツポーズ！！ 

 子どもたちの気持ちは「先生みたいにできるようになりたい」「先生よりも上手になりたい」という意欲につ 

ながり「服部オリンピックの開催」となりました。参観日でもご覧いただいたように、パカポコのコースを作ったり、 

雲梯には子どもたちに分かりやすい身近なニシナやリブ、岡山空港の表示がつけてあったり、登り棒にはタンブ   

リンや鈴など上まで登ったら鳴らすことができるように楽器がつるしてあったりと環境の工夫をしてきました。 

鉄棒も安全に取り組めるように資源回収の収益で人工芝を購入させていただきました。気持ちと環境の整った 

場で、自分なりにまたは友達と一緒にチャレンジする子どもたち。悔しい思いもしましたが、何度も何度も繰り返し 

取り組むことでクリアし、メダル獲得に至っています。カードとメダルを持ち帰りましたら是非ご家族全員で「おめ 

でとう」と家でも表彰してあげてくださいね。 

  元気いっぱいに身体を動かしたり、集中して取り組んだりするためには、十分な睡眠と栄養たっぷりな食事も

不可欠です。子どもたちの生活リズムか整うようにご協力いただきましてありがとうございました。給食で苦手な

食べ物が出てきても、少し食べてみようとする子どもたちが増えました。「食べたらおいしかった」「全部食べれる

かも」と自信をもってきています。ご家庭で給食メニューについて会話をしたり、同じようなものを作って食べたり

している表れだと思います。今後ともよろしくお願いします。 

 

  様々な人との交流ができた一年間でした。幼稚園内での異年齢児との関わり、未就園児とのふれあい広場、 

三須幼稚園・太陽保育園との同学年交流、総社東小学校との交流、岡山県立大学生との交流、レンゲ畑の提供、 

四つ拍子保存会の方による踊り練習、お飾り作りの講習、埋蔵文化財学習の館見学での館長さんの説明、節分

のヒイラギ摘み、社会福祉協議会の方との遊び、地域の方々による安全の見守り、横断歩道でのあいさつ運動、

学校評議員さんによる保育参観、服部分館や長良文化センター、東公民館での祭りで出会った地域の方々等、

多くの方々と交流を深めてきました。交流の中で、人の温かさに触れたり、なってみたい憧れをもったり、仲良く遊

ぶためにどうすればよいか考えたり、気持ちの交流もしっかりしてきました。「子どもたちと関わることで元気をも

らっている」「子どもの喜ぶ顔が見たいから続けられる」という感想をいただいています。幼稚園の子どもたちの

ことを大切に思ってくれている方々のことを忘れないでいてほしいと思います。 

 

 

この一年間、交通安全、PTA 活動、園行事等、幼稚園教育への温かいご理解とたくさんの 

ご協力をありがとうございました。 

「こころぽかぽか げんきいっぱい みんなだいすき はっとりっこ」のスローガンのように 

子どもたちが心も体も元気で、大好きなこと（遊びや行事）、大好きな人（友達や先生、身近な人）、 

大好きな場所をたくさん見付けることができたと思います。これからも引き続き、子どもたち 

一人一人の成長を保護者の皆様と分かち合い，応援したいと思います。 

  

 


